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海 を渡る中古車*
一ロシアにおける日本製中古車をめぐる現状一
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1,は じめに
2005年1月よ り,日本 では自動車 リサイ クル法(使 用済 自動車の再資源化 に関す る法律)が 本格的に施
行 され た。 この法制化 によ り日本 国内で発生す る廃車(使 用済 自動車)の 処理ルール が確立 され,自 動車
ユーザー と完成車 メーカーの負担 による適正な処理をめざす枠組みが動 き出 した。 この法律はあ くまでも,
日本 国内で発生 した廃車 を 日本 国内で処理す るとい う前提の もとに作 られ ている。 自動車は耐久消費財 と
い うこともあ り,日 本 では市場価値 がな くな り 「廃車」 となって しまった ものでも,国 外 に輸 出すれ ば
「中古車」 として価値を有す るケースが存在する。 このため,近 年では 日本か ら輸出 される中古車の数は年々
大幅 な伸び を示 している。
経済 のグローバル化 の進展 とともに,ヒ ト,モ ノ,カ ネ,情 報な どさまざまなものが世界中で取引 され
ている。その取引 され るものの1つ として中古車の存在がある。古 くは宇澤[1974]が指摘 した よ うに,自
動車は利用過程 においてさま ざまな環境汚染をひ きお こし,我 々は大 きな 「社会的費用」 を負 っている。
そ して,市 場価値 あるいは利用価値のな くなった 自動車は廃車 として処理が行われ る。廃車処理 の過程 に
おいても 「社会的費用」 を我 々に認識 させ ることとなったのが香川県の豊島(て しま)で 発生 した 「豊島
事件」である。1978年か ら産廃業者が有価物 と偽 り,ASRと呼ばれ る廃車の破砕 くずを大量に引き取 り,豊
島で野焼 きや不法埋め立てな どの不適正処理 をお こないつづ けた事件で ある。産廃業者 は操業を停止 した
ものの,現 在 も島では深刻な環境汚染が続いている。 この環境汚染が 自動車 をリサイ クルす る過程で発生
したASR)であったことか ら,「豊 島事件」の反省 は 自動車 リサイ クル法 の制定における1つ の契機 となっ
た1>。
さて,こ れ ら多 くの外国に輸 出され てい る中古車は,現 地で どのよ うに利用 され,そ して処理,リ サイ
クル されているのであろ うか。 もっといえば 日本 の 自動車 リサイ クル法の枠組みか ら外れて しまった自動
*本 調査研究 にあた っては、 トヨタ財 団2005年度研究助成(『アジアにおける 自動車 リサイ クルの実態調査お よび国際的制度
設計 に関す る政策研 究』研 究代表 ・寺西俊一)よ り補助 を受けた。 心 より感謝 申 し上 げる。本稿 は拙稿[2006a]を大幅 に加筆
修正 した ものであ る。
1)自 動車 リサイクル法 が施行 される以前の問題 についてま とめ られ た文献 には外川[2001]、寺西、外川編著[2004]がある。
自動車 リサイ クル法にお ける拡 大生産者責任 の議論にっ いては これ らを参照 されたい。
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車は どの よ うに終末 を迎えるのか。 これ までの調査研 究の蓄積 は多 くはない。そ こで,筆 者は共 同研 究者
とともに2006年6.月と11月の2回 にわた り,日本 か ら最 も多 くの中古車が輸出 されているロシアに渡った。
日本か らの中古車が どのよ うに取引 され,そ して利用 され るのか とい う流通 と利用実態に関す る調査を行っ
た。本稿では本調査で得 られた情報 をもとに,中 古車 を取 り巻 く現在 の状況 を中心に国際資源循環,国 際
リサイクルの問題 を明 らか にす る。最初に統計面か ら中古車が 日本か らどれ くらい輸 出 され るのか を概観
し,ま たその特徴 などを指摘す る。次に,ロ シアにおける中古車流通の実態 とアフタ0マ ーケ ッ トについ
て考察 したのち,こ れ らの問題点にっいて指摘 したい。
2.統計か ら概観す る
まず,各 種公式統計か ら中古車輸出の実態 についてとらえることに しよ う。 日本か ら中古車が どの くら
い輸 出 されているかは,日 本の財務省 貿易統計をみ ることでおお よそのイメー ジをつかむ ことが可能であ
る。 日本か らの輸 出が多い国の上位 には,ロ シア,ニ ュージー ラン ド,ア ラブ首長国連邦(UAE),チリ,
イギ リスが並んでい る。上位3力 国にっいて表 に したものが表1で ある。
表1日 本か らの中古車輸 出台数
ロ シア NZ UAE 総数
2001 26,1437% 86,37323% 40,7491!%371,010
2002 42,771 7% 125,!121% 87,95715%603,866
2003 68,12310%144,34920%108,23615%712,968
2004 1Z2,18415%135,05216%144,12217%837,780
2005 268,68529%132,645ユ4% 1ユ3,823 12%940,552
財務省貿易統計より作成
(単位は台、パーセン トは総輸出台数に占める割合)
ニュージーラン ドは左側通行 のため 日本車の需要は高い。またニュージー ラン ドには国産車 メーカー も
存在 していないため,新 車を含 め 日本 か ら多 くの 自動 車が輸出 されて きた。次に,UAE(アラブ首長国連
邦)は 中継 貿易 として栄 え,特 にUAEのドバイか らアフ リカや 中東 をは じめ世界各地へ輸 出され てい る。
ドバイでは右ハ ン ドルを左ハン ドル に改造す る工揚 も存在 し,「右ハ ン ドル規制」が存在す る国へ も輸 出が
可能である といわれ る。 さて,ロ シアで あるが,表1を 見 るとわか るように台数 の大幅な増加が見 られ,
2005年には 日本か ら中古車が最 も輸 出され る
次 に,中 古の乗用車 と トラ ックの輸 出に
関 して全体 との関連を見てみたい。 図1は
ロシアへ の乗用 車輸出全 体 に占める中古車
の状況 について2001年か ら2006年までを集
計 した ものであ る。 ロシアへ の中古車輸 出
が急増 してきた ことは最初 に触れ たが,特
に乗用車 に関 してはそれ が顕著 に現れ てい
る。一方 で,中 古車だ けでな く新車 に対す
る需要 も拡大 している ことが伺 え る。 同様
のデー タで トラ ックにっいて グラフで表 し
た ものが図2で ある。 日本 か ら輸出 され る
トラ ックのほ とん どが中古車であ るこ とが
わか る。 ちなみ にバ スに関 していえば,右
図1.日 本か らロシアへの乗用車輸出
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財務省通関統計より作成
*2006年は推定値
ハ ン ドルの中古バスの輸出は活発ではない。
とい うの も,バ スの場合 は乗 降 口が左側 に
なるため乗 降に不便 を生 じる。 実 際の運用
では乗 降 口の改造 が必要 となることが多 く,
この ことが トラックに比べて 中古バ スの ロ
シアへ の輸 出が活発 でない理 由の1っ とし
てあげ られ る。
このよ うに 日本 の財務省 が発表す る貿易
統計か ら,日 本か ら何 が輸出 され てい るか
把握 をす るのは比較的簡単で ある。 しか し,
ロシアが何 を輸入 してい るか を把握す るに
は統計上 の困難 が生ず る。 この点 につい て
簡単 に指摘 してお きた い。 ロシア側の公式
統計 として"Ta皿ozhennayastatistika
海を渡る中古車
図2.日 本 か ら ロシアへ の トラ ック輸 出
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財務省貿易統計より作成
*2006年は推定値
vneshneytorgovliRossiyskoyFederatsii"(『通 関統 計 集』)が 毎 年発 行 され て い る。 そ こで の商 品分 類 は 日本
と同 じ く国 際 的 な基 準 で あ る,}IarmonizedCommodityDescriptionandCodingSystem(商品 の名 称 お よび
分類 にっ い て の統 一 シ ステ ム)に 従 って い る。 しか しなが ら,日 本 にお い て は いわ ゆ る統 計 品 目番 号 と さ
れ る もの が9桁 で あ るの に対 し,ロ シア の通 関統計 集 で は6桁 まで とな って い る2>。した が って,ロ シア側
統計 で は下3桁 の有す る情報,た とえば 中古 で あ るが そ うで ない か な どの情 報 が欠 落 す る。 中古 車 のみ の
輸入 台数 を調 べ るこ とは現段 階 で は困難 に近 い。
この よ うな 困難性 を踏 ま えた上 で,ロ シ アに よる 日本 か らの 自動車 の 輸入 にっ い て集 計 を試 み る と以下
の よ うにな る。 なお,前 述 の通 り中古 か そ うで な い か とい う情 報 が ロシア側 か らの公 式 統 計 で は わか らな
い た め,以 下 の数値 には 中古車 お よび新 車 を含 んで い る。
表2ロ シア側統計による 日本車の輸入台数(新 車 を含む)
2002 2003 2004 2005
乗 用 車 22,115 62,529 273,009391,485
トラ ック 9,132 ].6,625 8,576 6,895
バ ス 1,193 !,354 2,517 2,572
Tam。zhennayastatistikavneshneyt。rgovliRossiyskoyFederatsii2002,2003,2004,2005より作 成(単 位 は 台)
表3日 本側統計による輸 出台数(新 車を含む)
2002 2003 2004 2005
乗 用 車 1iii 90,156 197,733374,619
トラ ック 6,946 14,486 11,072 26,506
バ ス 1,276 1,213 2,097 3,432
財務省貿易統計より作成(単位は台)
2)統 計 品 目番号では 自動車はバス(87.02)、乗用車(87.03)、
ラックはそれぞれシ リンダー容 量によ り10種類 に分け られ る。
トラ ック(87,04)の3つに分け られ る。その中で乗用車 と ト
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さて,こ れ らの統計データか ら興味深い点が見えて くる。 ロシア側 統計 と日本側統計 との問に差が生 じ
てい るとい うことで ある。表2と 表3を 比べ るとわかるが,2003年の乗用車は 日本か らの輸出が9万 台程
度であるのに対 して,ロ シアにおける輸入は27万台 を超 えている。 ロシア側の資料では1,500cc～3,000ccのガ
ソリン乗用車(コ0ド87.03.23)の台数 がすでに187,779台と 日本側 の2倍 を示 してお り,統 計の取 り方 に
ついて疑問が残 る3>。この点に関 しては本題 か ら外れるので,稿 をあ らためて議論 したい。
次に,ロ シアの生活水 準について同 じくロシア側 の統計デー タか ら見てお きたい。 ロシアは東西に広 く
領土を有 し,89の連邦構成主体によって構成 されている。 このため地域に よる経済格差が大き く,大 都市
のモスクワやサンク トペテルブル クと,そ れ以外 の都市や州 などでは所得水準が異なる。今回筆者 らが調
査のために訪 問 した ウラジオス トクは,極 東連邦管区沿海地方(プ リモルスキー)に 存在す る都市である。
図3は ロシアの生活水準の向上 について一人あた り月平均貨幣収入 のデー タか ら見たものである4)。大都市
のモスクワはロシア全体 の平均 を大幅に上回ってい るが,極 東地域 に存在す る沿海地方は全体 の水準を下
回ってい る。 とはい うものの,そ の水準は徐 々に上昇 してお り,ロ シア全体 の トレン ドと同 じ方向で推移
してい ることがわかる。 この点か ら,所 得水準の向上が,新 車 を含 めた 日本製 自動車の需要に影響 を与 え
ていることが推測できる。
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Goskomstat"RossiavTsifrakh2002,2043,2004,2005,2006"のデ ー タ(ル ー ブ ル 表 示)を も と に 、
IMFInternati。nalFinancialStatistics(IFS)の平 均 為 替 レ ー トデ ー タ を 用 い て ドル 表 示 に 換 算(単 位 は ドル)
以上 が,日 本 とロシアの通関統計 などか らみた ロシアへの中古車輸 出の現状 である。 ロシアは資源価格
の高騰 による恩恵 を現在十二分に受 けてお り経済状況が年 々改善 してい る。所得水準の向上 も日本製 中古
車へ の需要を高める理 由の1っ として考 えられる5)。
3)筆 者 らがお こなった ロシア極東税 関との面談調査では、統計関連 の質問に対 し 「統計数値 に関 しては我 々の関す るところ
ではない」 との答 えを担 当者か ら受けた。統計 に関す る作業 は、モスクワにある統計部門が行っているか らとのことである。
4)こ こでは、ルー ブル表示ではイメー ジがつかみに くい と思われ るので、IMFInternationalFinancialStatistics(IFS)
の平均為替 レー トデータに基づいて ドル換算表示 をお こなった。
5)我 々が入手可能なGOSKOMSTATなどの公 式i統計か ら正確 にロシアの所得水準 を推 し量 るのは難 しい。統計 に捕捉 されない収
入を ロシア人は手に してい るか らである。む しろそれ らがない とロシアで生活す るのは困難であ る。 目本製 の中古車は輸送費や
仲介手数料、税金な ども加 味 されているた め、 日本 の相場 よ りも数十 万円～百万円以上のマージンがつ いてい る。 このよ うな 自
動 車を購入するためにはかな りの収入 が必要である。
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3.中古車取引の実態
前節では数字か ら中古車輸出の状況について明 らか にしたが,実 際に現地 ロシアでは どの よ うな流通過
程 を経 るのであろ うか。 中古車が 日本 か ら運ばれ,そ してロシアで取引 され,各 地に運 ばれ るのか にっい
て簡単に紹介 したい。 日本か らロシアに輸 出され る中古車 の多 くが,極 東地域 のウラジオス トクやナホ ト
カの港か ら流入す る。 そこか らシベ リア鉄道 を通 じて ロシア各地に運ばれ る。 まずは極東の ウラジオス ト
ク,そ してシベ リアのノボシビルスクの様子を紹介 したい。
ウラジオス トクは,ロ シア北部の沿海州(プ リモル スキー)に 属 し,ロ シア(ソ 連)海 軍太平洋艦隊の
基地 として栄 えてきた。閉鎖都市のため外国人 の立 ち入 りが制限 され,日 本 との貿易 は長 らくナホ トカに
て行 われてきたが,1991年の ソ連崩壊に よりこの制 限がな くなると,貿 易は徐 々にウラジオス トクに取っ
て代わ られ るようになった。 日本か らの中古 自動車 もウラジオス トクを通 じて多 くが輸入 され るよ うになっ
ている。 現地 を走 る自動車の多 くは 日本製 中古車で ある。 当然なが ら右側通行なのだが,左 ハ ン ドルの車
両はごくわずかである。 中央アジアや他地域で多 く見 られ るよ うな韓国車は,バ スを除 くとほ とん ど見か
けない。また,か っては至 る所 で見かけたロシア製 国産車であるが,せ いぜ い公用車 プラスアル ファ程度
の レベルであった。
所得水準の高い階層 に最 も好 まれてい るのは,四 輪駆動車の トヨタ ・ラン ドクルーザーである。 現地に
住商系 トヨタ車デ ィー ラーがあるため,左 ハ ン ドルの レクサス も少 なか らず見かける。多 くの 日本人が持
つよ うな,日 本 でほとんど商 品価値のない中古車が ロシアに輸出されてい るとい うイメ0ジ は誤解に近い。
とい うの も,自 家用車 レベルでいえば,日 本での現行モデル をかな りの頻度で見かける上に,初 期型 のプ
リウスまで もが走行 しているか らである。 近年 の石油,天 然ガスをは じめ とした資源価格 の上昇に よる,
ロシア経済の急速 な回復によって,多 くの層で購i買力が上昇 している一端が伺 える。
しか しなが ら,富 裕層が拡大す る一方 で,イ ンフラの整備 とい う観点か ら見 るとあま り恵まれていない
ことに気づ く。市内中心部では慢性的に渋滞が発生 してお り,地 域 によっては大気汚染の水準 は相当深刻
な レベルであると感 じられる。 また,旧 ソ連時代か ら道路整備 は進 んでいたよ うであるが,補 修 にっいて
はあま り手が回っていない。 路面が凸凹になったまま放置 されている箇所 も多 く,通 過す る車両が徐行す
るために,渋 滞が発 生す るとい うケースもあった。 あるいは,車 道 のマ ンホールの蓋 が外れたまま放置 さ
れているケー スもあ り,行 政府 として も道路の管理 には頭 を痛めてい るよ うで ある。 この よ うな事情を考
える と,四 輪駆動車に対す る需要が高 くなるのは頷 ける。実際に,現 地では相 当数 の 日本製中古四輪駆動
車が走行 してい るこ とか らもわかる。
ノボシビル スクは ロシア中部 シベ リア地方に存在す るロシア第3の 都 市である。大学や研究機関が多 く
存在 し,日 本 の筑波学園都市のモデル にもなった。 日本 か らの 中古車は ウラジオス トクで陸揚げ され,そ
こか らシベ リア鉄道で西へ と運ばれ る。 当然,ロ シア国内でも自動車 は生産 されてお り,ま たEU方面か ら
も自動車が運 ばれている。現地の中古車業者に尋ねた ところ,ノ ボシ ビルスクでの 日本製 中古車のシェア
は四十数パーセ ン ト程度であろ うとい う答 えが返 って きた。実際に筆者 らが簡単な交通量調査 をお こなっ
た ところ約46パー セ ン トが 日本製 中古車であることがわかった6)。あ くまでも簡単な調査 であるので どこま
で信頼で きる数字か どうかはわか らないが,我 々が現地で抱いた 「半分 に満 たない程度で 日本製 中古車が
走ってい る」 とい う感覚 を再確認す ることとなった。 このよ うに 日本車は多い ものの,ノ ボシ ビルスクを
走行す る自動車の半数以上は左ハ ン ドル車であ り,ま た ウラジオス トクではあま り見 ることのなかったロ
シア国産車 も多 く見ることができた。 同時 に,左 ハ ン ドル の ヨ0ロ ッパ車や 目本車 も多い ようである。左
6)11A23日の9:25から9:45まで ノボ シビル スク市 内ボル シェビツカヤ通 りの郊外 に向か う交通量について、そ の うち右ハ ン
ドル の 日本製中古車 の台数 を調査 した。短時間の調査で ある理由は、屋外 の気温がマイナス15度と非常に寒 く筆者 らの体力的限
界 が来て しまったためである。
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ハ ン ドルの 日本車ではや は り トヨタが人気 であ り,レ クサスブラン ドや トヨタブラン ドの双方の車を比較
的多 く見かける。 中古車 も同様 に トヨタが人気であ り,日 本車信仰 とあわせて トヨタ信仰 をい くつ かの訪
問先で聞 くことができた。
参考までにモス クワの状況について も触れておきたい。地理的関係か らいえば西か ら,モ スクワ,ノ ボ
シビルス ク,ウ ラジオス トクとい うことになる。 さきほど見たよ うに,日 本か ら輸出 され る中古車 はウラ
ジオス トクか ら西へ と鉄道輸送 され る。一方でモスクワは ヨー ロッパ に近 く,ま た大都市 でもあることか
ら日本か らの中古車 に対す る需要があま り高 くない。 実際に,モ スクワの市街地 で右ハ ン ドル の 日本 車を
みかけることはほとん どない。 これはハ ン ドル位置が逆である とい うこ とが,な かなか消費者 に受 け入れ
られ ないか らであ るとい う。 しか し,筆 者 らが訪 問 した 日本車 を専門に扱 うモ スクワの中古車業者 では,
それな りに成功 してい るとのこ とであ り,必ず しも消費者の需要がないわけではない7)。とはいえ,モ スク
ワ市街地の様子は我 々がイメー ジす るロシア製 国産車 と,ヨ ー ロッパ車でほ とん どが 占められ ていたので
ある。
(写真1)日 本か ら戻 った貨物船 さて ・ ロシアでの様子 を簡単 に紹介 した
が,こ れ ら日本製 中古車 は どのよ うに運 ば
れ,そ して取引 され るので あろ うか。 簡単
に中古車流通 につ いて説 明 したい。 まず,
仕入れ の段階 か ら追 ってい こ う。 近年 日本
の中古車流通 の主役 となってい るのは,大
手のUSSやJU,日産や トヨタをは じめ とした
デ ィ0ラ ー系 な どのオー クシ ョン会揚で あ
る。 それ まで中古 車は,新 車デ ィー ラーや
整備 業者や修理 工場 な どか ら発 生 した もの
を,業 者 間の転売 を通 じて 中古車専門店な
どで販売す るよ うなケースが多 かった。 し
か し,近 年では中古車 を専門に売買す るオー
クシ ョン会場 に,新 車 ・中古車デ ィー ラー
が 中古車 を持 ち寄 って売買す る形式が非常
に多 くなってい る。 そのよ うなオークシ ョン会場では 日本の業者 に混 じって,外 国に輸出す ることを 目的
としたパキスタン人 の中古車業者 を多数見かけるこ とができる。彼 らは 日本人 に向けて中古車 を販売す る
のではな く,ロ シアやニ ュージー ラン ドな どに輸出す るための仕入れを行 っているのであ る。彼 らのよ う
なパキスタン人業者が集中す る地域が 日本海側 にい くっか存在す る。それは新潟 と富山である。
なぜ新潟や富山に輸 出専門のパキスタン人業者が集 中 しているのであろ うか。 これ はロシアへの中古車
輸 出と密接 に関わってい る。 もともと,ロ シアへの 中古車 の輸 出は北洋材運搬船 の船員 がお こな うサイ ド
ビジネスであった。行 きに極東地域か ら北洋材 を満載 した船舶 が,新 潟や 富山の港で荷下 ろしお した あと,
そこで中古車を仕入れて携帯品輸 出をす る(手 みや げとして持ち帰 る)こ とによって利益を得ていた。2000
年 を過 ぎたあた りか ら独 自の ビジネス として確立す るようにな り,船 員だけでな くロシア人 のブ ローカー
や,彼 らに中古車を販売するパキスタン人業者 など,さ まざまな人間が関わ るビジネス となった。 この よ
7)ロ シアにおいて中古車 ビジネス を展 開す るこ とは相 当ハー ドルが高いよ うである。 日本 の中古車業者 もかな り興味を持 っ
てお り進出 しよ うと試みている。相 当な利益 が見込 めた としてもマ フィアや 闇社会 との 「ロシア的 ビジネス」が障害 とな りうま
く事業を運営できないため諦 めているよ うだ、 といくつかの ロシア人業者 か ら聞 くことができた。最近のモスクワの中古車 ビジ
ネスの状況 については坂 口[2006]にリポー トされ てい る。
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うな歴 史的経緯 もあ り,日 本か らロシアに輸 出 され る中古車は基本的 に北洋材運搬船が入港す る港を中心
に運ばれ る。基本 的なケースでは,こ のよ うな帰 りの貨物船に,中 古車 を船倉や 甲板 な どあ りとあ らゆる
所に積載 して ウラジオス トクやナホ トカの港へ帰 る。 しか し,す で に前節 でみた よ うに統計面か らも数多
くの中古車が ロシアに輸 出 されてい る。 貨物船だ けではな く最近では 自動車専用船 を利用 してロシアに運
ぶケースも多 く見 られ るようになった。かつては過走行や低年式 とい った品質のそれ ほ どよくない中古車
が主流 であったが,す でに ウラジオス トクの様子で紹介 した よ うに最近では 日本 で も中古車 として高値 が
つ く中古車 も多 く輸出 されている。 このため,ロ シアにい るユーザーの希望で,積 載や運搬 時に傷の付 く
貨物船ではな く自動車運搬船 による輸送が行われ ているケース も多い とい う(齋藤[2006])。
このよ うに北洋材運搬船 をは じめ とした貨物船や 自動車運搬船な どで極東の ウラジオス トク港やナホ ト
カ港 に中古車は運 ばれる。 ウラジオス トク港では構内にシベ リア鉄道 に直結す る線路が引き込 まれてお り,
構 内に 自動車運搬のための貨車が入線 している。 通関を済ませればす ぐにロシア各地 に運ぶ こ とが可能で
ある8)。ここか らイル クー ツクや ノボシ ビルスク,モ スクワ,ま たカザフスタンへ と運 ばれてい く9)。
現在 はイ ンターネ ッ トの発達 に よ り,ロ
シアか ら日本 の業者 に直接注文,あ るい は
日本 のオー クシ ョンに参加す ることに よっ
て仕入れ をお こな うロシアの業者 も多い。
一方で,内 陸部 の業者 の 中にはウラジオ ス
トクの青空市場 に買い付 けに来 るとい う形
態 を取 る者 もい る。 ウラジオス トクには市
街地か ら少 し離れた場所 に,グ リー ンコー
ナー と呼 ばれ る巨大 な青 空中古車市場が存
在 す る。 ここは もともと軍の所 有地で あっ
た よ うだが少 な くとも2000年には存在 した
よ うで ある。 現在 では乗 用車だ けでな く ト
ラックや建設機械 な ど多 くの車両が展示 さ
れてお り,補 修部 品や洗 車場 な ど一大オー
トモール と化 してい る。 中古 車業者 は ここ
(写真2)グ リー ンコーナ ー
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のスペースを借 りて 自動車を陳列 し,購 入 したい人 間と相対 で取引をお こな う。 ウラジオス トクではす で
に 日本製 中古車市場は飽和状態 にあ る。多 くの車 を購入 できる層 はすで に 日本車 を購入 してお り,こ れ以
上の市場の拡大は見込 めない。 このため,こ のグ リー ンコーナーで購i入す る人 間は ウラジオス トク以外 の
個人や業者であることが多い。
4.ア フターマーケ ッ トか ら見えるもの
日本製 中古車が流通すれ ばす るほ ど,そ の使用過程 においてメンテナ ンスの問題 が発生す る。少な くと
もタイヤやバ ッテ リーな どの消耗品の類 に関 しては適切 な交換 が必要 となって くる。 また,駆 動系な どの
機能部品,あ るいはバ ンパーや ドアな どの外装 品についても故障や事故だけに限 らず需要は大 きくなる。
このため,補 修用部品 として廃車か ら取 り外 した中古部 品が重 宝 されている。 日本 国内であれ ば新品の補
8)ち なみに輸送 コス トであるが、モスクワの業者 によれば、モスクワまで運搬す るケースでは約2000ドル程度であ り、 うち300
ドルが船賃 とのことである。
9)日 本製 中古車はロシアを通 じて中央ア ジアのカザフスタンへ も輸 出されている(い た)。しか し、カザ フスタンでは2007年
1月 よ り急遽右ハ ン ドル車の輸入が禁止 され ることとなったため、 日本製中古車 の輸入は不可能 である。理 由は 自国産業の保護
など様 々な憶測が流れているが詳細は不明である。
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修用部 品が主流 であ り,こ れ は純正部品の流通経路 の確立や トラブル が発生 した場合の保険な ど様hな 要
因があるが,一 方でロシアにおいては中古部品の引き合いが大 きい。 とい うの も,日 本のよ うなデ ィー ラー
網が存在 しないため,メ ーカー指定の純正品が流通す る経路がほとん どない ことや,比 較的高価 であるた
め,類 似 品や安価 な模造 品が多 く流通 してい るとい うことが指摘できる。 このため,日 本 から多 くの中古
部品が ロシアに輸 出され てい る。 日本の解体業者で もロシアへ の中古部品の輸 出を重要な経営の柱 として
位 置づ けている所 もあ り,ま た直接 に外 国人バイヤーが 日本 に出向いて中古部 品を仕入れ るとい うケース
も見 られ る。 そこで,中 古部 品が ロシアで どのよ うに扱われてい るのかについて,ウ ラジオス トクの大手
部品販売業者 を例 に見てみたい。 そ して次に,解 体 と部 品販売 をお こな う零細事業者 について も見てみる
ことにす る。
筆者 らはウラジオス トク市内にある,大 手 中古部 品販売業者の一っ を訪 問 した。 ここでは外装部品,機
能部 品にかかわ らず,多 くの 中古部品がス トック されてお り,す べてが電子 デー タによって管理 され てい
る。部 品にはそれぞれバー コー ドが付与 されてお り,車 名,年 式,型 な どが一 目でわかるよ うになってい
る。 また,部 品がス トックされている棚にもバーコー ドと数字が記 され てお り,完全 に電子化 されている。
出荷 時にはバー コ0ド を読み取 り機で読み取って,在 庫 とデー タの リアル タイ ムでの一致 を図っている。
日本 と比較 してもかな り高水準のシステム化が行 われているのではないか と推測できる。電子デー タ化 の
必要性 は,日 本 においても見て取れ る。 自動車解体の ビジネスモデル では,い かに市場価値 の高い 中古部
品を販売す ることができるかが重視 される。す なわち,労 働 コス トの高い 日本で利潤 を獲得するためには,
作業当た りの付加価値 を高 める必要がある1G)。付加価値 を高 めるためには中古部品の ヒッ ト率を高めること
が必要である 。そこで,ヒ ッ ト率 を高 め,在 庫の効率化 を図る鍵 として在庫デー タの電子化が用 い られて
いる。
同社のイ ンターネ ッ ト上の ウェブサイ トを覗 くと,在 庫デー タが ウェブ上 で検索 して注文す ることがで
きる。多 くの中古部品には写真 も掲載 されてお り,顧 客に とっては安心感 がある。 このウェブサイ トは同
社が独 自で運営 しているわけではない。 ロシアにおいて有力な 日本製 中古車の情報サイ トである,Japancar.
ru社によるものである。Japancar.ru社は2001年に設 立 され,日 本車や中古部品な どを販売 したい業者 に対
して,ウ ェブサイ トのホステ ィングサ0ビ ス を行 っている。同社 と年間契約 を結ぶこ とで,個 別 にウェブ
サイ トの開設ができ,同 社の ウェブ上か らも在庫の検 索な どが可能 になる。 日本 の15社の業者 とも契約 し
ているが,実 際にアクテ ィブなのは9社 程度であるとい う。 中古部 品に関 して も,同 じよ うにオ ンライ ン
検索が可能であ り,ウ ラジオス トクの約8割 の解体業者を網羅 してい ると説明を受 けた。
これ らの事実か ら踏ま えると,「ネ ッ トワーク外部性」が発生 している と理解す ることができる。 いわゆ
るネ ッ トワー ク外部性は広範な意味で用い られ ることが多い。簡単に言えば,IT技 術の発達によ り,ユ0
ザーが増 えれ ば増えるほど,そ の製品を所有する,あ るいはサー ビスを受 けるメ リッ トが高まる,と い う
効果である。電話機やFAX,ゲ ー ム機 などが これにあた る。 このケースでは,Japancar.ruのネ ッ トワー
ク化 を通 じたビジネ スは,ユ ーザーが増 えれば増 えるほ ど,検 索可能な中古部品や車両が増 え,ユ ーザー
が増 えるとい う相乗効果 を発生 させ る。同社 にもメ リッ トは発生す るし,ユ ーザーにもメ リッ トが同様に
発生す る。 ロシアは国土が広大 な上,こ こで取引 され る中古車 も日本か ら運ばれ るものであ り,こ の地理
的距離をIT技 術 によって縮小 させ ることが可能である。 中古車や 中古部品の取引においてネ ッ トワーク
化 が必要不可欠な もの となってい る現代においては先行者 としての利点は大きい。今後,こ の分野での新
たな参入や展開などが考え られるが,同 社の先行者 としての地位 を揺 るがす ことは難 しいであろ う。
10)自 動車解体 ビジネ スにお ける付加価値 の源泉 は、 中古部品の 「生産」 と鉄 スクラ ップの 「生産」で ある。 鉄スクラ ップは
資源価格に 日々左右 され るのに対 し、 中古部 品ははるかに収益性が高い。 このためいかに中古部品の ヒッ ト率 を高め るかが ビジ
ネスの成功 において重要である。 この点 に関 しては拙稿[2006bユを参照 され たい。
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話 を中古部品に戻 してみたい。現地 を車で移動 してい ると目立つのが,中 古のタイヤを販売す る路面店
で ある。店頭に飾 られているホイールはスポ0テ ィなものや,デ ザイン性 のあ るものも多 く,こ れ らへ の
需要 が大 きい ことを うかがわせ る。また,外 装品の ドレスア ップパーツに対 しても関心が高 く,多 くの車
で社外 品のホイールや外装品を装着 している。 ただ,日 本製 であると謳 われていなが らも,よ く見る と日
本製 ではない部 品も多い。我々が実際に発見 したのは 自動 車用バ ッテ リーであったが,お そ らく多 くの部
品でこのよ うなケースは存在 してい ると考え られ る。
次 に筆者 らは同 じくウラジオス トク市内で,零 細 な 自動車解体業者 を訪問するこ とができた。 市内には
中小 の解体業者が数多 く存在 してい るようである。何台かの車両が解体 されていたが,日 本でい くっか見
た零細事業者 に比べて も,お 世辞 にもビジネス とい う観点か らは うま くいっている とは見 えなかった。 流
れ としては次 のよ うになる。解体す る車両を仕入れ,そ れ を部 品取 りしなが ら解体す る。そ して,中 古部
品を探す客が工場 を訪問 し,価 格交渉を して引き取 ってい くとい う形である。実際に解体 されているスペー
スは屋根 もな く,ま た地表がむき出 しの状態であった。 当然 なが ら,オ イルや廃液類は地下 に染 み込んで
い る。以前 に解体 した機能部品な どの様 々な中古部 品が野晒 しにされ てお り,商 品価値 を考 えるとあま り
好ま しい状態ではない。
とはい え,こ れ らを鉄ス クラップに して しま うわけで もな く,ま た,解 体途中の車両 も結局の ところ野
外に放置 してい る状況で ある。解体の過程では樹脂や ウレタン類な ど再資源 化が困難なものが発 生す るは
ずであるが,そ れ らの処理は気に してい る様子はない。 ロシアでは基本的 にゴミの分別収集 をお こな う習
慣 が存在せず,処 分場 も可燃 不燃にかかわ らず一緒である。 このため 「産業廃棄物」 として発 生す る,廃
車か らの再資源化困難物の 「処理」 もお ざな りになっていることは容易 に推測 できる。 旧来の 自動車解体
業のスタイル であれば,こ れでもよかったのか もしれない。 しか し,現 代 の自動車 は部 品点数 の増加 と,
電子化の進展によ り,中古部品の活用 とい う点においては年々ハー ドルが高くなっているil)。日本でいえば,
ヒッ ト率の向上が収益性 向上のための至上命題 となっているのだが,ロ シアにおいて も今後 この点 を意識
せ ざるをえないだろ う。結果的にこのよ うな零細解体業者が淘汰の波に飲まれ るか もしれない。
5.い くつかの問題点 とまとめ
本稿では,ロ シアの中古車をめ ぐる現状 と題 して,ロ シアに向かった 中古車が どのよ うに取 引 され,ど
の ように利用 され,ど のよ うに処理 され てい るのか,こ れ らについて中古車流通 とアフターマー ケッ トと
い う2っの点か らその実態を明 らかに してきた。最後 に2点 の問題 点を指摘 しておきたい。
まず、 コンス トラク トカー(構 造車)問 題である。2節 で見たよ うにロシアでは所得水準の向上が見 ら
れるものの,そ れで も日本製 中古車は非常 に高価 である。 かつては低年式の車両 を輸入 していたが,製 造
後6年 以上の 自動車の輸入には大幅に関税が引き上 げられ ることとなった。 このた め比較的高年式でかっ
価格 の低い ものが求め られ るようになった。彼 らの需要を満 たす ものは事故車な どの 日本の市場 でも出回
りに くい もの となってい るため入手は難 しい。そ こで関税 を 「節約」す るために,考 え出され たのが コン
ス トラク トカーである。 これはエ ンジンやステア リングな どの部分 を車両か ら取 り外 し,キ ャ ビンの部分
とともに 「部 品」 として輸入するや り方 である。 かつてはハー フカ ッ トとい う,車 体を文字通 り半分に切
断 して 「部品」 として輸入す るケ0ス があったが現在では下火である といわれ る。 その代わ りに考案 され
たのが コンス トラク トカーの方式である。基本的に,日 本で買い付 けた中古車 を日本で 「解体」(前工程)
し,そ れ を部 品 とい うこ とで輸入す る。 その部品を ウラジオス トクにある専門の工場 で再組み立てするの
11)中古部品の活用 とともに、整備 とい う観点からも電子化の進展が今後問題になることが予想 される。 ロシアの整備業組合
との面談の中で、日本車の電子制御エンジンの整備技術がロシアの整備業では不足 してお り、今後電子制御エンジンを搭載する
車両が増加するにつれ問題となるかもしれない、という懸念が聞かれた。
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である(後 工程)。
一見する と安全性 とい う点を除 けばそれほ ど問題ではない よ うに思 えるのであるが,日 本 の自動車 リサ
イクル法 とあわせて考 えた場合,さ ま ざまな問題 をはらんでいる。 「違法解体」 の問題である。 自動車解体
をお こな う場合 には自動車 リサイクル法に より 「業の許可」が必要 となる。 しか し,外 国人 がこの前工程
を業の許可 な しに堂 々 とお こなっているとい うケース も日本海側の解 体業者か ら聞かれる。 それだけでな
く,ロ シアに向か う船上で この前工程 をお こな う,い わゆる船上解体がお こなわれていることがま ことし
やかにささやかれている。 自動車 リサイクル法の枠組みを外れて操業す る外国人業者は,い わば"hitandaw
ay"とい うや り方で操業す るた めにほとん ど摘発 され ることはない。また,「シャ ドウ ・エ コノミー」 であ
るので都道府 県による行政指導 も及び腰である。 このため事実上野放 しとなっている。 日本 の自動車 リサ
イ クル法は成功 した と言われ るものの,中 古車をめぐる国際資源循環 とい う観 点か らは依然 として改善の
余地が存在 しているといえよ う。
一方で,す でに指摘 した ようにロシア国内での廃棄物処理行政 とい う点か らも問題点を指摘するこ とが
できる。筆者 らは沿海州お よび ウラジオス トク市行政府 の担当者 との面談の中で,環 境規制 に関 して意見
交換を行 ったが,自 動車の もた らす環境問題 とい う観点ではまだ取 り組 みは始まったばか りであるのがわ
かった12)。大気汚染や,解 体により発生す る残渣 の問題な ど,自 動車のもた らす 「社会的費用」問題 に関し
て,い ずれ行 政 も取 り組 む必要が出てくるはずである。その ときに 日本 の経験 が生か され るのか,そ れ と
も広大な世界のゴミ捨て場 となって しま うのか。
また,環 境規制 には産業政策 と不可分 とい う側面がある。今後 ロシア政府に よって行 われ るであろ う中
古車への規制 は,完 成車の存在 を抜きにして考 えることはできない。すでに,欧 米のい くつかの完成車 メー
カーはロシア進 出を果 た してお り,日 本勢では トヨタが2007年12月,日産が2009年を 目処 に操業を始 めよ
うとしてい る。 また,2006年には ロシア最大の国産車メーカーであるAvtoVAZに対 し,政 府 は経営陣 を送
り込むな ど,国 有化 を 目指そ うとす る動き も見 られた。プーチン政権 として も,自 動車産業 を基幹産業 と
して育成す るとい う方針 を内外にア ピール してい るようである。その過程で中古車の存在 が障害 とな りう
ることか ら,現 在 もロシア国内では右ハ ン ドル車の規制 をおこな う法律が定期的 に話題 となってい る。 カ
ザ フスタンでは規制が実施 された ことか ら事態は流動的であるものの,ロ シアの好景気 が続 く限 り日本 か
らの中古車輸 出は これか らも続 くであろ う。
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